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＜学校教育目標＞「ゆめ」に向かって たくましく生きる子供 

＜清竜中学校区の目指す子ども像＞  

自分のよさに気づき、他者とのかかわりを大切にし、夢に向かって努力する子供 

 

  

２学期は子供たちの日頃の学びや練習の成果を発表する場が多く設定されています。 

１０月は、８部会陸上記録会（１０月５日 船明総合運動場）、天竜地区小学校音楽発表

会（１０月１３日 壬生ホール）が開催されました。 

子供たちは、それぞれに自分の目標をもって、支え合

いながら努力をすることができました。また、振り返っ

て確かな自分の伸び、チームとしての伸びを実感してい

ました。 

本校の校歌１番には「若杉われら 今ここに 集いて

励み のびゆかん」２番には「若あゆ われら 今ここ

に 明るく強く 呼びあわん」という歌詞があります。

まさにこの歌詞どおりの姿がありました。子供たちの頑

張りの過程と素敵な表れを認め、意味づけし、さらなる自信へとつながるように支援してい

きたいと思います。 

以下に天竜区音楽発表会の振り返りで子供たちが書いた感想を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

成長を実感 実りの秋 
 

学校の様子をご覧いただけます 

陸上記録会に参加する上級生を激励

しながら見送る１・２年生 

 

音楽発表会で「エーデルワイス」と「ドレミの歌」を歌い

ました。「エーデルワイス」ではトーンチャイムで自分のパー

トでしっかり音を出せるように、高い声を出せるように頑張

りました。「ドレミの歌」ではソロやハモる部分を頑張りまし

た。ソロのパートは、練習し始めたときは小さな声だったけ

ど練習をして大きな声が出るようになってよかったです。ハ

モるのも遠くの人にも聞こえるように歌うことができたと

思うのでよかったです。 

１～４年生は歌うところや、楽器を鳴らすところをちゃ

んとはたすことができたし、ふりつけも大きくやったりし

て、どうどうと歌うことができてよかったです。 

私はちょっと音が小さくなってしまったけど笑顔で歌

うことができました。あと、なにより音楽発表会を楽しむ

ことができました。 

第 2 回資源回収への御協力ありがとうございました 

 地域や保護者の皆さんの御協力のおかげでたくさんの資源物が集まりました。

収益金は自治会、幼稚園、小学校、中学校で分けさせていただき、子供たちの教

育活動のために使わせていただきます。 



子供たちの様子 学校の様子（１０月） 

 

 

 

 

 

 

 

  

合唱発表会 体育館でデイサービス

を利用している皆さんに全校合唱を

披露しました。 

防犯訓練 

校内に不審者が侵入したことを想定

して訓練を行いました。 

8部会陸上記録会 水窪、佐久間、浦

川、気田、犬居、光明、横山、二俣、

上阿多古、下阿多古、熊 １１校参加 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
ストレスマネジメント教室３・４年 ス

クールカウンセラーの先生からスト

レスとの向き合い方を学びました。 

薬学講座５・６年生 

学校薬剤師の先生からたばことお酒

の害について学びました。 

体力テスト 

全校で秋の体力テストを実施しまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 

  

ゆめの集い（百人一首） 

クラスごとに分かれて札取りを楽し

みました。 

生活科秋の公園探検 

遠州鉄道を使って美薗中央公園に公

園探検に出かけました。 

天竜区ふれあいコンサート 

10月 29日（日）天竜区ふれ合いコン

サートが体育館で開催されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くんまおうえん社 天竜産業観光まつりに出店 一輪車演技披露 

11 月 3 日、子供たちは、「くんまおうえん

社」として天竜産業観光まつりに出店しま

した。自分たちでデザインしたタオル、桜

の木で作ったストラップやコースター（子

供たちがデザインしたくまのキャラクター

の焼き印がしてあります）等を販売しまし

た。地域の皆さんに力を貸していただきな

がら自分たちで準備を進めたこと、そして、

当日、積極的に笑顔でお客さんとコミュニ

ケーションを図ったこと、すばらしい学び

となるとともに子供たちの大きな自信につ

ながりました。 

大観衆の中で堂々と演技。頑張ってきた成果を多くの方

に見ていただくことができました。 


